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1, 製作の動機 

 一人暮らしを始める際に多くの方が気にするのが防犯面である。｢一階の部屋は侵入しやすいから…｣，｢ここは

オートロックが付いていないのか｣など，入居の際にはこのような防犯面を意識しているだろうと考えた。また，

お年寄りの方は聴覚の衰えもあり自分が家にいたのに空き巣に入られてしまったという事件も起こっている。そ

こで，玄関に人影があった際，自宅に侵入し玄関のドアから一定の距離を離れたとしたらLEDランプや音で知ら

せてくれる装置を作成しようと考えた。 

2, 利用方法 

 超音波距離センサーが家の中を向いているようにするため，玄関ドアの内側

に設置する。超音波距離センサーから 50cm 以内の場所に侵入者がいる場合は

LED を点滅させ，超音波距離センサーからの距離が 51cm 以上に離れると圧電

スピーカーから音楽が鳴る仕組みになっている。このフローチャートを図 1 に

示す。 

3，製作 

構想段階では，入力として人感センサーと加速度センサー，出力としてLEDラン

プを用いて侵入者を検出するプログラムを考えていた。侵入者は住人に気づかれな

いよう，また目立たないよう静かにそっと建物に侵入するだろうと考え，①人感セ

ンサーで侵入者を検出，②加速度センサーの反応を見る，③2 秒間停止(通常であれ

ば玄関のドアの開閉は2秒程度で足りるであろうと考えたため)，④もし，加速度セ

ンサーの反応があるのならばLEDを点灯する，というプログラムであったが自分の

知識不足のため加速度センサーでスローな動きを検出するプログラムを作ることが   図 1；フローチャート 

できなかった。そこで入力端子を 1 つに減らし，検出は超音波距離センサーのみとし，出力をLED ランプと圧電スピ

ーカーを併用して製作した。作品の全体図と回路図を図2，図3に示す。 

工夫した点として，侵入者と超音波距離センサー

との距離によって起こるアクションを変えたことで

ある。それにより，侵入者がどれほど自宅に侵入し

ているのかが分かるようになっている。また，LED

ランプだけでなく圧電スピーカーも併用することで

視覚情報と聴覚情報があるため，目や耳の不自由な

方でも侵入者がいる，という情報が伝わりやすいよ

うにした。 

図2;回路の全体写真 

4,考察 

 今回はブレットボード上に超音波距離センサーを組み

込んだ回路を作成したが，入力である超音波距離センサ

ーのみを玄関のドアの外側に設置することでもっと早く

侵入者の検出ができるようにすることが考えられる。 

 自分のプログラミングに対する知識が浅いために簡単

な回路やプログラムしか製作することができなかったが

今回の経験をきっかけにこれからもこのような活動をし

ていきたい。                             図 3；回路図 

 

 


